
 

第65回 
全国野菜園芸技術研究会 

東京大会 
2022年8月18日(木) 

東京農業大学世田谷キャンパスで開催 
 
野菜生産者同士が交流し研鑽する全野研大会の第65回東京大会を８月に開催します。 

新型コロナウイルスの影響で３年ぶりの開催です。この間に生産者の皆様も、消費者の方々も

生活、習慣が大きく変わりました。また、資源、環境汚染、食料自給など新たに対応しなければ

ならない課題も顕在化しました。こうしたニューノーマル時代の中で自らの野菜園芸経営や産

地を持続的なものにするため、全国の野菜生産者が一堂に会します。 

今回は、この「ニューノーマル時代の持続可能な施設園芸」をテーマに、生産基盤である土は

どうなっているか、誰に何をどう売るか、地域の消費者はどのような野菜を求めているかを学び、

参加者同士の情報交換を活発にして、技術向上や経営発展、産地の活性化をすすめましょう。 

会場では園芸機器・資材・種苗の展示会を同時に開催し、生産者の皆様とメーカーの情報交換の

場も設けます。 

お誘い合わせのうえ、ご参加いただきますようお願い申し上げます。 

 

●会期：2022年8月18日(木)  

●会場：東京農業大学 世田谷キャンパス 

    １００周年記念講堂 

(式典・講演、機器・資材・種苗展示会) 
 

主催：全国野菜園芸技術研究会 
後援：農林水産省、東京農業大学、一般社団法人日本施設園芸協会、 

全国農業協同組合連合会、農林中央金庫 
協賛：株式会社日本農業新聞、日本農民新聞社 
特別協賛：㈱農協観光 

ｋ 

 

 



日 程 
 
■８月１８日(木) 式典、講演会・事例報告、交流懇親会 

11:00～    受付開始 18号館の２階ロビーで受付を行います 

11:00～      機器・資材・種苗展示会（～16:00、講堂ロビー） 

       学生向け農業関連企業説明会・相談会（～16:00、18号館2階ロビー） 
 
12:00～12:50 式典開会 

主催者挨拶 

歓迎挨拶、来賓祝辞・来賓紹介 

功労者表彰・感謝状贈呈 

12:50～13:20  休憩・展示見学 

13:20～14:00 基調講演 園芸施設におけるみどりの食料システム戦略の 

実現に向けた取組 

                 農林水産省 農産局 園芸作物課 

                   花き産業・施設園芸振興室 室長 小宮英稔氏 

 

14:00～15:20  講演 このままでよいのか！ 施設園芸の土づくり 

～資材価格高騰時代を乗り切るための「健康な土づくり」 

                       全国土の会 会長(東京農大名誉教授) 後藤逸男氏 

 

15:20～16:00  休憩・展示見学 

15:40～16:00  農業での膝腰痛を予防・軽減するためのポイント：ストレッチと軽運動 

                      指導 東京農業大学 教授 上岡洋晴氏 

 

16:00～16:30  事例発表 親子３世代でトマトを生産。～市場出荷・直売所、自宅店舗、

飲料商品まで多岐にわたる販売の取組み～(仮) 

                    埼玉県・熊谷市 坂田正美氏、坂田久美子氏 

 

16:30～17:00  事例発表 キュウリ農家３代目。法人化して４年。 

経営者としての考え方・心構え（仮） 

               埼玉県・加須市 ㈱田島農園・代表取締役 田島祥之氏 

 

17:00～17:40  事例発表 販売高全国上位の「直売所」 青果担当者に聞く 

             食材への要望の集め方、地元生産者への伝え方 

神奈川県ＪＡさがみ・ファーマーズマーケット 

わいわい市藤沢店 店長 大矢享伸氏 

 

17:40～17:45  大会決議・スローガン採択 

17:45     全野研からのお知らせ 

17:50      閉会 
 

18:20～   交流懇親会 （レストラン すずしろ） 
 

●参加区分、参加費等 

       申 込 内 容    金  額      
Ａ． 大 会 参 加： ５,０００円  
Ｂ． 交流懇親会費： ５,０００円  



 

●参加申込方法 

■右のQRコードまたは、全野研ホームページ：http://www.zenyaken.com/ の
第65回全野研東京大会のページにある参加申込の入力フォーム（書式）に必
要事項を入力してお申し込みください。 

■全野研ホームページから申込ができない方は、裏面の参加申込書に記入して
ＦＡＸでお送り下さい。 

ＦＡＸ送信先 ㈱農協観光 首都圏支店 ＦＡＸ03-3213-1077 
■受付確認をメール(ホームページ申込の方)、ＦＡＸ（ＦＡＸ申込の方）で返信します。 

受付確認は開催日に東京農業大学へ入る際に必要です。ご来場の際はメールを表示できる
機器または印刷した紙をお持ちください。校門で全野研大会係員に提示して下さい。 

■参加申込後は速やかに下記の指定口座に送金して下さい。 

●参加費等送金先  三井住友銀行 神田支店 普通口座 No.３１９３６９７ 

          口座名 全国
ゼンコク

野菜
ヤ サ イ

園芸
エンゲイ

技術
ギジュツ

研究会
ケンキュウカイ

 東京
トウキョウ

事務所
ジ ム シ ョ

 代表
ダイヒョウ

 青木
ア オ キ

和大
カ ズ オ

 

＜恐れ入りますが送金手数料はご負担をお願いします＞ 

●申込受付締切 ２０２２年８月８日（月） 受付を継続して行っています。 

８月９日以降に参加を取り消す場合、参加費等は返金いたしません。代理の方にご参加いた
だくか、大会資料の送付に替えさせていただきます。 

●問い合わせ先（申込先ではありません）全国野菜園芸技術研究会 東京事務所 

住所：〒101-0048 東京都千代田区神田司町2-21（日本農民新聞社・園芸情報センター内） 

電話：０３－３２３３－３６３４ ＦＡＸ：０３－３２３３－３６６６ 

Ｅメール：yasai@zenyaken.com 

●その他 
 ・受付確認を受信後、速やかに入金ができない場合は、請求書を発行します。 

  右のQRコードまたは、全野研東京大会ホームページの請求書・領収書等発行
依頼フォームで、請求書等必要書類の宛名･日付･但し書、等の必要な事項を
漏れなく記入して送信して下さい。書類はメールでお送りいたします。郵送
が必要な場合はフォーム備考欄、ＦＡＸ申込連絡欄に宛先をご記入下さい。 

・金融機関の入金明細が通用しない方に限り領収証を発行します。 

請求書・領収書発行依頼フォームで領収書を選択して必要事項を漏れなく入
力してお送り下さい。大会会場受付で領収書をお渡しします。 

 
●東京農大世田谷キャンパス 会場案内図 

小田急線 経堂駅から徒歩約15分 

     千歳船橋駅から徒歩約15分 

東急田園都市線 用賀駅からバス約7分 

 

 

 

 

 

●新型コロナ対策について 

 開催当日、37.5℃以上の発熱のある方、体調が優れない方は、参加をお控え下さい。 

 大学敷地に入る際は、校門で全野研大会担当者に参加受付書類を提示して下さい。 

 校内では、ソーシャルディスタンスの確保、手指の消毒、マスクの着用をお願いします。 

 保健所の指導により開催方法の変更等の可能性がありますので、ご了承下さい。 



第６5回 全国野菜園芸技術研究会東京大会 ＦＡＸ参加申込書 
申込先：㈱農協観光 首都圏支店 ＦＡＸ03-3213-1077          申込日：２０２２年  月  日 
フ リ ガ ナ  所 属 ＪＡ 、 所  属  先 ・ 部  署  等 

代表申込者 
氏 名 

   

電話番号  ご住所 ※都道府県名より記載下さい。書類の送付先となります 

〒 

     
都道

府県 FAX番号  

メール 
 

※下記の内容をご確認の上、参加を希望される区分に○印をお選びください。 

注１：参加区分欄は、右の数字をご記入ください。１野菜生産者 ２農業団体 ３行政機関 ４農業関連企業 ５その他 

注２：受付で配布する参加者名簿に県名と氏名を記載しますので、記載を希望しない場合は、名簿可否欄に×を記入ください 

 

N

O 

フリガナ 参加区分 名簿可否 受付回答欄  

参加者氏名 注１ 注2 

Ａ 
大会 
８/1８ 

B 
懇親会 
８/1８ 

 

 

備考 

5,000円 5,000円 

記

入

例 

 

オオネ マイ 

大根 舞 
１  ○ × 

 

 

１ 

 

     

２ 

 

     

３ 

 

     

４ 

 

     

５ 

 
     

 

【お支払に関して】受付確認のＦＡＸが届きましたら、大会案内に記載された指定の口座までお振り込みください。 
送金される際のご名義と送金予定日のご記入をお願いいたします。請求書が必要な場合は以下の「*」項目もご記入ください。 

参加費送金時の名義 
（カタカナ） 

 *請求書の宛名  

参加費送金予定日       月    日 *請求書の日付       月    日 

*その他必要書類  *但し書  

 

【領収書に関して】金融機関の入金明細が通用しない方に限り領収証を発行いたします。 
必要事項のご記入をお願いいたします。 

領収書の宛名  *領収書の日付  

領収書の発行者  *但し書  

連絡欄                                                 

 


